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児童生徒ボード ： 児童生徒の状況を一覧化してみることができる画面
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児童生徒ボード ： 児童生徒の状況を一覧化してみることができる画面

児童生徒に関わる校務および学習系情報を集約・可視化し、
個に応じた指導、学校全体での情報共有による組織的な支援へ活用。

児童生徒
基本情報

学習面のアラート（中学校）
日常所見・教務必携・共有
配慮事項（学習のようす）

出欠席情報・
健康観察記録
心の天気

保健室利用記録

成績処理の入力データ
・観点表記
・評定表記

学習履歴結果
・やるKey単元仕上げ
問題結果（小学校）
・リアテンダント単元

章末テスト結果(中学校）

生活面のアラート・日常所
見・教務必携・共有配慮
事項（生活のようす）

『児童生徒ボード』
では個に応じた指導、
学校全体での情報共有

家庭の
ようす

凡例
赤字(太字)：校務系データ
青字(下線)：学習系データ

共有配慮
事項

<過去6ヶ月の
集計表示>
・出欠席情報
・健康観察記録
・保健室利用記録
・心の天気

中学校グラフ

小学校
グラフ
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学級ボード ： 学級の状況を一覧化してみることができる画面

『タイムライン・クラスのようす』、『生活のようす』、『学習のようす』の3画面で
学級サマリやアラート情報を表示。児童生徒ボードへの動線の役割を担い、
問題やつまずきへの早期発見、管理職からの指導・助言や支援に活用。

『学級ボード』では
問題やつまずきへの
早期発見等

<日毎の学級
新着・アラート表示>

・出欠席情報
・健康観察記録
・保健室利用記録

・日常所見・教務必携・共有配慮
事項(生活のようす、学習のよう

す)
・心の天気

・定期テスト/単元テスト結果に
基づいた学習面のアラート

（中学校）

学級基本
情報

凡例
赤字(太字)：校務系データ
青字(下線)：学習系データ

<学級サマ
リ表示>

共有配慮
事項・
家庭のよう
す
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学級ボード - アラート設定 -
児童生徒ボードと学級ボードのアラート表示にあたり、学校ごとできめ細かい設定が可能。
決められたしきい値をもとに、アラートが出力されることで教員が気づきを得て、
児童生徒への声かけや個別指導へ活用可能。

教員の気付きを促進、
声かけへつなげる

アラート設
定

■出欠席情報、心の天気、保健室利用において、学校が以下の条件で設定が可能。
しきい値に沿って、学級ボード、児童生徒ボードにアラートが出力。
・「連続何[1～20]日以上」 ・「何[1～4]週以上連続で特定の曜日」
・「過去何[1～300]日間の割合が何[1～100]％以上」
・「直近数日間とその前の数日間とを比較し、登録率の差が何％以上」
・心の天気は、「過去何日間の割合が何％以下」の条件も設定可能。 心の天気

アラート設定

保健室利用
アラート設定

出欠席情報
アラート設定

アラート
表示



心の天気 児童生徒入力画面
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心の天気

1日１回、児童生徒がそのときの気持ちにもっとも近い天気マークを選んで入力。
登録時の児童生徒の様子や日々の変化を教員が見取り、声掛けのきっかけへ。

子ども達のSOSを
キャッチ

１台のタブレットを共有しての入力

心の天気の入力
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個別の教育支援計画・個別の指導計画

個別の教育支援計画と個別の指導計画を年度ごとに登録・管理が可能。
従来の電子ファイル管理から児童生徒・学級ボードと同様にシステムで集約化。

子ども達への
きめ細かい

個別指導を支援



『教育再生実行会議 初等中等教育ワーキング・グループ（第２回）』 資料１ 文部科学省提出資料より抜粋



学校運営支援センター
教育ICT担当
次世代学校支援事業事務局

『データを活用する教員の一日』（抜粋）

文部科学省
「新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業
(エビデンスに基づいた学校教育の改善に向けた実証事業)」

総務省
「スマートスクール・プラットフォーム実証事業」

202１年３月
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出勤したA先生は、職員室でまずPCを開き、
学級ボードの画面をじっと見つめる。
いつもの習慣だ。

タイムラインに表示される新着情報やアラー
ト等を見て、学級の状態や声掛けが必要な
子どもたちを確かめていく。

今朝は、こんなことを思った。
「Bさんは、いつも特定の時間に保健室に
行っている。養護教諭のC先生と相談して、
一度声掛けをしてみよう。」

データ確認出勤後の教員 データ入力 データからの指導
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各学校に導入された、統合型校務支援シス
テムの掲示板機能を活用し情報共有するこ
とで、職員朝礼をなくした。おかげでゆっくり
と、教室で子どもたちを迎えることができる。
朝の会の時間に、子どもたちは心の天気を
「晴れ、曇り、雨、雷」から選択し、先生の傍
らでちょっとした話をしながら、登録する。

毎朝、一人一人の顔を見ながら会話する、
大事な時間だ。
「Eさん、最近は遅刻が多いね。…どうした
の？」「先生、…あのね。」ちょっとした変化も
見逃さないようになってきたと思う。

教室の朝の会 データ確認データ入力 データからの指導
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朝の会で、先生が出欠確認や健康観察を教
室で行っていた。
「今日体調はどうかな？」
「先生、ちょっとお腹が痛いです。次の算数の
授業は受けたいけれど・・。」
「大丈夫？具合がよくなければ、保健室に行
こうね。」

この様な時、養護教諭との連携が必要となる。
システム導入前は、出欠や健康観察の状況
を紙に記入し、職員室や保健室に持って行か
なければならず大変であった。
しかし今は、システム導入により、タブレットで
正確な情報連携が即座にできる。

教室の朝の会 データ確認データ入力 データからの指導
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教科担任制の中学校や、小学校の習熟、
専科の先生は、担当学級の授業前に、
学級・児童生徒ボードで、学級の様子や
子どもたちの様子を確認する。

「４組の今日の心の天気は晴れが多いな。あ
と、前の単元テストはいつもより正答率が低
くて、理解度アンケート結果も良くなかったの
で、今日の授業はその復習から入ろう。」

担任外であっても、さっと学級の状況を確認
できる。アラート機能のおかげで、授業をより
充実したものにできる。

授業前 データ確認データ入力 データからの指導
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学級ボードにおける学級の状況や、児童生徒
ボードにおける一人一人の子どもたちの状況を、
若手教員とベテラン教員がともに確認、分析す
る。

「I先生、Jさんが最近遅刻気味で、
保健室利用も増えているよ。声かけてみた？
心配なら、親御さんとも相談してね。」

蓄積されたデータが可視化されることで、ベテ
ラン教員の経験や知見を活用し、詳細な状況
把握や見取りを深めることができる。
事案の早期発見や適切な対処についての指
導法の伝承が可能となる。

教員指導 データ確認データ入力 データからの指導
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児童理解研修会や特別支援研修会、生活指
導部会など、多面的に子どもたちを理解し、指
導の方向性を決める会議が増えてきている。

「児童生徒ボードは顔写真もついていて、
必要な情報が全て集約化されている。
一人一人の子どもたちを理解し見取りを
充実させることに役立っている。」
「Kさんの児童生徒ボードには、先輩教員の指
導記録も記載されているな。今後、同様の事案
が発生した時に参考にしよう。」

学校組織として、きめ細かな指導が可能となっ
ている。

児童生徒理解 データ確認データ入力 データからの指導
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１４

不調の訴えとなる原因がつかめない保健
室利用が多く、心配な状況であった。

養護教諭のL先生は、「児童生徒ボードに
集約された情報から、児童の不調の訴えと
なる原因を多角的に分析してみようと思い
ます。」と校長先生へ相談。

時間割との照合や、担任など様々な教員か
ら声掛けした結果を分析。体育（プール）の
時間など授業への苦手感が原因と判明し
た。
授業を離脱しがちな子どもたちの状況や
対応について共有し、指導につなげられて
いる。

保健室利用 データ確認データ入力 データからの指導
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学校には様々な関係者が来訪されるため、
都度説明や迅速な対応、連携が必要となってく
る。
区役所の関係者に、学級ボードや児童生徒ボー
ドをとおして、学校の状況を報告した。
「学校版のカルテの様で、様々な情報が
詰まっていて、分かりやすいね。」
と評価していただいた。

SCやSSWには、児童生徒ボードで情報共有し
た。
「子どもたちの日々の様子が先生の書き込みか
ら伝わってきます。課題が分かり、支援につなげ
やすいですね。」
チーム学校を実現するツールとしても活用でき
るものである。

地域連携 データ確認データ入力 データからの指導
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昨年度5年1組を担任していたM先生は、
今年度6年１組の担任となったN先生へ
学級ボードと児童生徒ボードを用いて、
クラスや子どもたちの状況を説明した。

「詳細に子どもたち一人一人のことが把握
できますね。顔写真があるので、早く子ども
たちを覚えて信頼関係を構築できるように
頑張ります。」

説明の前より、N先生の緊張がほぐれてい
るように感じた。

引継ぎ データ確認データ入力 データからの指導
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学期ごとに保護者懇談会を実施している。今
日はOさんの懇談予定だ。懇談会前に児童生
徒ボードを確認しておこう。

懇談会では、「掃除の時間にいつも一生懸命
掃除してくれています。集会委員としては、新１
年生を迎える会の準備を率先してやってくれま
した。授業では、算数の分数と小数が苦手だっ
たようですが、数十回も同様の問題に取り組ん
で、応用問題も含めて、１００点に値する金トロ
フィーがとれ、自信がついたようです。」

様々な情報から根拠のある説明ができた。担
任以外の先生からもきめ細かく見守ってもらっ
ていると安心されていた。

保護者説明 データ確認データ入力 データからの指導


